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農村伝道神学校後援会だより　121 号 2020 年 6 月 23 日

　皆様、農村伝道神学校を支えて下さりありがと

うございます。世界的な新型コロナウイルスの感染

と予防策で疲労困憊の日々と想像いたします。お見

舞い申し上げます。

　私事、4 月 1 日から沖縄・南城市にあるうふざと

伝道所に赴任しました。沖縄には同窓生も多くおら

れますので、新参者の私が沖縄の報告をすることに

は躊躇があります。が、最近のことをお知らせした

いと思います。

　緊急事態宣言によって、沖縄でも自宅礼拝とする

教会もありましたが、うふざと伝道所は短縮礼拝と

し、半分の方が自宅礼拝を選んでいました。協力者

のおかげで ZOOM配信なども行いました。メッセ

ージを「FB（フェイスブック）うふざと教会」でも

配信しています。フェイスブックですと教会以外の

方も読んで下さり嬉しいことでした。外出も制限さ

れていましたが、買い物のついでにいくつかの戦跡

を歩きました。20 分ぐらいで南部の戦跡を訪ねる

ことができる住環境です。

　1945 年 3 月 26 日、米軍が慶
け ら ま

良間諸島に上陸し、

4 月 1 日には沖縄島の中部西海岸に上陸。その後、

沖縄島の南端まで日本軍と住民は追い詰められて、

6 月 23 日に日本軍の組織的抵抗は終了します。そ

の後も戦闘は続きましたが、この間に犠牲になった

住民の数は軍人よりも多く、住民の 4人に 1人が犠

牲（約 15 万人）になったとのこと。美しい摩
ま ぶ に

文仁

の丘、知念岬に立ちますと、あまりの美しさに悲し

みが湧いてきます。

　先日は宜野湾市の普天間基地が望める嘉
かかず

数の丘

に行きました。日曜日の午後でしたから軍用機は飛

んでいませんでした。嘉数の丘から見ると、町の中

央に緑の基地が広がり、隣接して住宅が密集してい

ます。それぞれの建物に生活している人々がいる

というのに、お構いなしに騒音と危険をまき散らす

基地。4 月 10 日に普天間基地から P
ピーフォス

FOS含有（有

害）物質を含む泡消火剤が大量に漏出するという事

件がありました。有害物質が土壌、水質にもたらす

危険。そして海に流れて拡散されました。　　　　

　沖縄には記憶すべき記念日がいくつかあります。

1）1951 年にサンフランシスコ講和条約が結ばれ、

1952 年 4 月 28 日に発効され、沖縄の施政権が米軍

のもとに置かれました。この日を沖縄は「屈辱の日」

としています。人権が蹂躙され、基地負担が増した

米軍支配下で 27 年間過ごしました。

2）1972 年 5 月 15 日、沖縄の施政権が日本に返還

されました。しかし復帰後も基地負担は変わらず、

米軍による住民の人権は踏みにじられたままでし

た。

3）1974 年県条例で「慰霊の日（6.23）」が制定さ

れました。この日、糸満市摩文仁の平和祈念公園で

沖縄全戦没者追悼式が行われてきました。今年は小

規模で行うようです。魂
こんぱく

魄の搭でも有志によって慰

霊祭が行われることでしょう。

　これほどの犠牲を強いられてきたのに、さらに

新基地建設の問題があります。4 月 15 日から新基

地建設抗議行動は「いのちをまもる」観点から中止

していました。その後、工事関係者にコロナに感染

した人も出て土砂投入は中止になっています。6 月

からの方針は近々発表されます。今日は新基地建設

のために土砂投入された大浦湾を見てきました。大

浦湾を望むと、無粋な高いクレーン車、オレンジ色

のフロートがわがもの顔に並んでいます。辺野古に

回ると、キャンプシュワブのフェンスの向こうに巨

大なテトラポットが並び、海に突き出ていました。

粘り強く抗議する方々と共に歩きたいと願ってい

ます。

「若者は幻を見、老人は夢を見る」（使徒言行録 2

章 17 節後半）　　　　　　　後援会長　島しづ子

農村伝道神学校後援会だより NO.121

　沖縄のいま

うふざと伝道所牧師　島 しづ子（第 23 回卒）

うふざと伝道所 5 月 17 日就任式。
前列右から 2人目が筆者。

嘉数の丘から普天間基地。
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2020 年度　農村伝道神学校後援会会計報告 2020 年 2 月 1 日～ 2020 年 5 月 31 日（　）内の数字は回数で、金額はその合計です。

後援会献金（団体） 
阿久根伝道所 10,000
厚木上教会 5,000
尼崎教会 3,000
岩槻教会 10,000
大分教会 5,000
岡崎茨坪伝道所 4,000
岡山教会 20,000
片倉教会 3,000
草津教会 10,000
高座渋谷教会 5,000
越谷教会 10,000
埼玉和光教会 30,000
三枝集会 10,000
シオン幼稚園クロー
バーの会 100,000
田浦教会 10,000
高崎教会 5,000
玉出教会 20,000
中標津伝道所 10,000
那須塩原教会 10,000
東梅田教会 3,000
東広島教会 5,000
日野台教会 30,000
水元教会 10,600
八重山中央教会 20,000
安岡教会 5,000
横浜磯子教会 5,000
六角橋教会 30,000
合計 27 件 
金額 388,600

後援会献金（個人） 
浅野　直人 5,000
雨宮　剛 3,000
伊藤　武子 30,000
伊藤　誠之 10,000
井上したふ 3,000
大嶋果織 5,000

太田　一男 3,000
大仲　朝江 15,000
奥田　信夫 5,000
表見　聖 3,000
金井　良樹 10,000
狩野　廣 1,500
川島　堅二 5,000
菊地　幸子 10,000
木田みな子 5,000
公森　健郎 20,000
清田　勝義 2,000
久保　博夫 3,000
小手川　到 5,000
佐々木睦子 5,000
佐藤　濶子 5,000
三宮　千枝 3,000
島　しづ子 100,000
白鳥吉夫・律子 10,000
菅野　健 10,000
外谷　悦夫 10,000
月本　昭男 5,000
戸井　雄二 2,000
徳島恵子 5,000
鳥羽加陽子 10,000
中田　悦子 5,000
西村保與子 15,000
野崎　典子 5,000
服部　道子 3,000
服部栄・圭子 5,000
早川三南子 5,000
原　誠 3,000
比企　敦子 10,000
藤村誠・耀子 3,000
保田　茂 3,000
馬淵由季子 10,000
守田　美恵 1,000
Ｒ＆圭子ウイットマー 
 40,000(4)
渡辺志津枝 45,900

合計 47 件 
金額 462,400

記念日他献金（団体） 
愛川伝道所 15,000
会津農村伝道センター 
 5,000
青山学院高等部 40,000
青山学院初等部 10,000
青山学院中等部 10,000
石橋教会 5,000
一関教会婦人会 5,000
今治教会 10,000
江古田教会 5,000
大泉教会 10,000
大泉ベテル教会 5,000
大阪城北教会 10,000
大船教会 5,000
大鰐伝道所 5,000
隠岐教会 7,000(2)
荻窪教会 10,000
荻窪教会ラオス会 
 5,000
奥沢教会 10,000
小田原教会 30,000
鹿児島加治屋町教会 
 10,000
金沢八景教会 10,000
鎌倉教会 10,000
川和教会 20,000
久留米東町教会 10,000
神戸栄光教会 10,000
小金井教会 10,000
国分教会 10,000
西条栄光教会 5,000
埼大通り教会 5,000
佐原教会 10,000
三軒茶屋教会 5,000
四条町教会 5,000

志村栄光教会 5,000
首里教会 5,000
白鷺教会 7,000
新生釜石教会 5,000
新丸子教会 5,000
世真留教会 5,000
仙台川平教会 10,000
仙台北教会 6,500
草加教会 10,000
捜真学院 13,000
高の原教会 5,000
茅ヶ崎恵泉教会 10,000
土佐教会 5,000
名寄教会 5,000
西那須野教会 5,000
日進教会 5,000
沼津岳南教会 5,000
東中野教会 10,000
東美教会 4,000
ひの木教会 3,000
弘前教会 5,000
福岡女学院教会 5,000
藤崎教会 5,000
富士見高原教会 5,000
本所緑星教会 10,000
幕張教会 5,000
松本教会 11,000
松本筑摩野伝道所 
 16,100
水口教会 4,000
溝ノ口教会 20,000
三鷹教会 60,000
南豆教会 10,000
むさし小山教会 5,000
明治学院教会 10,000
明治学院中学校東村山
高等学校 30,000
八重山中央教会 10,000
八雲教会 10,000

大和教会 5,000
弓町本郷教会 5,000
横浜上原教会 10,000
横浜英和学院 20,000
代々木上原教会 20,000
竜ヶ崎教会 15,000
合計 76 件 
金額 746,600

記念日他献金（個人） 
天野敬一・はるゑ 5000
石坂　桂子 10,000
石橋　光朗 2000
岩崎　和子 5000
上西知子・哲雄 3000
浦部　昭一 3000
大久保徹夫 2000
小倉　隆一 50,000
甲斐　勝美 3000
樺澤　幸雄 3,000
北村　慈郎 20,000
木下　良子 5,000
木下久美子 5,000
吉良　保子 5,000
栗原　健 1500
小池　健治 5,000
河野通久 3000
小林利明・恒子 4000
小栁　伸顕 3,000
坂本　梅子 10000
佐藤　節男 10,000
佐藤　濶子 5000
白鳥吉夫・律子 5000
酢屋　善元 2000
世古　敬子 3000
高倉　謙次 3000
高寺　幸子 5,000
武田　利邦 10000
田村　修也 3,000

中野百合子 1000
中屋敷恵美子 3000
深澤　正勲 2,000
福島恒雄・福島幸子 
 10,000
星　和夫 5000
前地　洋美 5,000
松本実枝子 5000
馬淵由季子 10,000
三原　仁子 10000
森永　肇子 3000
山川　恵子 10,000
渡辺　重義 10,000
合計 41 件 
金額 267,500

ひとつぶ献金 
生田教会 110,100
石津教会 40,000
荻窪教会 32,000
上大岡教会 18,000
軽井沢追分教会 25,400
川和教会 45,000
世真留教会 25,200
鶴川北教会 50,400
鶴川教会 49,000
東梅田教会 32,600
日野台教会 9,600
まぶね教会 8,200
横浜二ツ橋教会 18,100
竜ヶ崎教会 24,900
合計 14 件 
金額 488,500

2019 年 12 月 24 日　
記念日他献金　　
在日大韓基督教会 
 10,000

事務局だより



2019 年度農村伝道神学校後援会会計報告 2019 年 4 月 1 日～ 2020 年 3 月 31 日現在

収入の部（単位：円）

後 援 会 費 （団体）
　   〃　   （個人）
記念日献金（団体）
　   〃　   （個人）
ひとつぶ献金
コンサート
グッズ
繰越金

　 合　　　　　計

費　　目
2019年度 前年度

件数

80
184
277
219
35

795

金額 (円 )

1,482,857
1,493,000
3,167,703
1,400,500
1,270,200

0
282,660
60,504

9,157,424

件数

81
236
343
197
37

894

金額 (円 )

1,486,512
2,222,900
3,148,058
1,794,130
1,278,627

158,642
287,600
313,303

10,689,772

8,710,000
525,435
598,505
643,230
57,520

0
94,578
60,504

10,689,772

支出の部（単位：円）

費　　目 2019年度 前年度

神学校献金
通　信　費
印　刷　費
事　務　費
グッズ材料費
その他
振替手数料
繰越金

 合　　　計

7,000,000
505,621
558,714
664,072
68,641
3,000

133,234
224,142

9,157,424

＊後援会会長の島しづ子牧師に新たな赴任先から「沖縄のいま」
をお書きいただき、記憶すべき 6 月 23 日発行号に掲載できま
した。島会長撮影の「辺野古の浜に突き出したテトラポット」
など多くの写真を掲載できず残念！　学報題字の下の「辺野古
新基地建設反対！」を上げ共に歩みましょう。
＊コロナ禍で全国の教会がご苦労のなかにおられることと思い
ます。台風被害、原発被害も続くなかで大変な日々と想像いた
します。各地の声をお寄せいただき「後援会だより」に掲載で
きたらと願っております。
＊農伝の大地の恵みに感謝して「大地と共に生きる」を 2 頁に
掲載いたしました。


